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　６月定例会は６月８日（金）から 29 日（金）までの 22 日間の会期

で開きました。2,131 万円の一般会計補正予算（第１号）などに加え、

追加で提案された 1 億 1,381 万円の一般会計補正予算（第２号）、工事

請負契約の２議案を合わせた 19 議案、５件の報告が行われ、すべての

議案を原案のとおり可決・同意・承認しました。

6 月
定例会

19 議案を可決・同意・承認

長門市議会だより　2018.8.1

予
算
決
算
委
員
会
審
査

　

総
務
費
の
定
住
促
進
対
策
事
業

143
万
５
、
０
０
０
円
の
減
額
補
正

に
関
し
て
、
委
員
か
ら
予
算
組
み

替
え
の
内
容
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
執
行
部
か
ら
「
当
初
予
算
に

お
い
て
は
、
向
津
具
地
区
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
551
万
８
、
０
０
０
円

を
計
上
し
て
い
た
が
、
３
月
末
に

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
助
成
事
業

の
交
付
決
定
を
受
け
た
こ
と
か

ら
、
施
設
改
修
費
の
減
額
な
ど
事

業
計
画
に
沿
っ
た
予
算
に
組
み
替

え
た
も
の
で
あ
る
」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

定
住
促
進
に
よ
る

１
次
産
業
の
担
い
手
確
保
へ

　

さ
ら
に
委
員
か
ら
向
津
具
に
お

け
る
定
住
促
進
の
受
け
入
れ
体
制

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部

か
ら
「
今
回
の
事
業
は
、
実
証
実

験
的
な
意
味
合
い
も
あ
る
。
ま
ず

は
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
、
そ
の
後
、

移
住
施
策
と
連
動
し
た
第
１
次
産

「
俵
山
多
目
的
交
流
広
場
」
指
定
管
理
料
を
増
額

▼
議
案
第
１
号 

平
成
30
年
度
長
門
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

業
の
担
い
手
の
確
保
や
、
そ
の
他

の
産
業
に
お
け
る
就
職
先
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
い
け
る
よ
う
な
体

制
作
り
に
取
り
組
み
た
い
」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

民
生
費
の
生
活
保
護
適
正
実
施

推
進
事
業
226
万
８
、
０
０
０
円
の

補
正
に
関
し
て
、
委
員
か
ら
制
度

改
正
の
内
容
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
執
行
部
か
ら
「
生
活
保
護
基

準
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
と

29
年
の
２
カ
年
に
わ
た
り
社
会

保
障
審
議
会
で
検
証
さ
れ
、
平

　

俵
山
多
目
的
交
流
広
場
維
持
管

理
費
247
万
３
、
０
０
０
円
の
補
正

に
関
し
、
委
員
か
ら
補
正
額
の
算

出
根
拠
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

執
行
部
か
ら
「
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の

増
設
に
伴
う
燃
料
、
電
気
、
ガ
ス
、

事
務
用
品
の
ほ
か
、
夜
間
照
明
施

設
の
整
備
に
伴
う
電
気
料
金
と
夜

間
の
利
用
に
対
す
る
人
件
費
の
増

額
、
警
備
会
社
の
委
託
料
を
追
加

し
た
も
の
で
あ
る
」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
、
俵
山
多
目
的
交
流
広
場
の
指
定
管
理
料
の
増
額
な
ど
、
補
正
の
必
要
が
生
じ
た

事
業
に
つ
い
て
予
算
措
置
を
講
じ
た
も
の
で
す
。

成
29
年
12
月
に
と
り
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
。
今
回
の
改
正
は
、
生
活

扶
助
基
準
額
と
消
費
実
態
と
の
均

衡
を
図
る
こ
と
が
大
き
な
目
的
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
年
齢
階
層
を

８
段
階
か
ら
６
段
階
に
変
更
す
る

こ
と
や
、
生
活
扶
助
の
う
ち
児
童

扶
養
加
算
及
び
母
子
加
算
等
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
る
。
多
人
数
世

帯
や
都
市
部
の
単
身
高
齢
世
帯
で

は
減
額
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
か

ら
、
３
年
を
か
け
て
激
変
緩
和
措

置
が
と
ら
れ
る
」
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

放
課
後
児
童
対
策
事
業
101 

万
７
、
０
０
０
円
の
補
正
に
関
し

て
、
委
員
か
ら
県
立
萩
総
合
支
援

学
校
の
児
童
ク
ラ
ブ
で
受
け
入
れ

と
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、
執
行
部
か
ら
「
長
門
分
室

に
は
児
童
ク
ラ
ブ
が
な
い
こ
と

や
、
今
回
は
保
護
者
の
要
望
に
よ

り
萩
総
合
支
援
学
校
の
児
童
ク
ラ

ブ
で
の
受
け
入
れ
と
な
っ
た
」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

クラブハウス完成イメージ

休耕田の放牧牛舎
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▼
議
案
第
18
号
　
平
成
30
年
度
長
門
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

主
な
内
容
は
、
三
隅
地
区
工
場
用
地
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
地
権
者
と
の
交
渉
を
進
め
た
結
果
、
同

意
を
得
ら
れ
た
た
め
、
当
面
、
土
地
購
入
費
等
の
緊
急
を
要
す
る
経
費
を
計
上
し
た
も
の
で
す
。

　

商
工
費
の
企
業
立
地
促
進
事
業

１
億
１
、３
８
１
万
１
、０
０
０
円

の
補
正
に
関
し
て
、
委
員
か
ら
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
「
補
正

予
算
可
決
後
は
用
地
買
収
の
契
約

手
続
き
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。

第
１
工
区
の
う
ち
、
第
１
次
造
成

着
工
予
定
地
の
契
約
締
結
後
、
開

発
許
可
申
請
や
農
地
転
用
申
請
の

許
可
を
受
け
、
秋
ご
ろ
に
は
土
砂

の
搬
入
に
取
り
か
か
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
第
１
次
造
成

着
工
予
定
地
以
外
の
土
地
も
同
時

に
手
続
き
を
進
め
、
土
砂
の
搬
入

に
取
り
か
か
り
た
い
と
考
え
て
い

る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
こ
の
件
に
対
し
、
市

長
の
出
席
を
求
め
ま
し
た
。
市
長

に
対
し
、
委
員
か
ら
今
後
の
事
業

の
進
め
方
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
市
長
か
ら
「
用
地
交
渉
が
難

航
し
た
が
、
最
終
的
に
地
権
者
の

了
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
補

正
予
算
が
可
決
さ
れ
れ
ば
関
係
す

る
自
治
会
へ
赴
き
、
事
業
の
説
明

等
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

当
初
計
画
か
ら
事
業
の
進
捗
が
遅

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
以
上
遅
れ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
第
２
工
区
の
土
砂
の

搬
入
に
つ
い
て
は
、
山
陰
道
の
整

備
事
業
の
関
係
か
ら
、
国
土
交
通

省
を
は
じ
め
関
係
自
治
体
に
申
し

入
れ
を
行
っ
て
お
り
、
速
や
か
に

工
事
着
手
し
、
平
成
32
年
４
月
か

ら
ア
ル
ミ
ネ
が
工
場
建
設
に
着
手

で
き
る
よ
う
、
努
力
を
し
て
い
き

た
い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
委
員
か
ら
、
土
砂
運
搬

経
費
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
市

長
か
ら
「
当
初
は
、
１
立
方
メ
ー

ト
ル
の
土
砂
購
入
費
が
通
常
３
、

０
０
０
円
か
か
る
と
こ
ろ
、
建
設

残
土
の
活
用
に
よ
り
、
全
く
か
か

ら
な
い
も
の
と
説
明
し
て
き
た
。

　

し
か
し
、
用
地
交
渉
等
の
遅
れ

に
よ
り
、
建
設
残
土
の
仮
置
き
が

必
要
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
１
立

方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
１
、
０
０
０

円
必
要
と
な
り
１
億
円
の
土
砂
運

搬
経
費
が
発
生
し
た
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
は
、
お
詫
び
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
ま
だ
１
立
方

メ
ー
ト
ル
２
、
０
０
０
円
に
相
当

す
る
２
億
円
の
経
費
が
軽
減
さ
れ

て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

議案番号 件　　　　名 結果

13

専決処分の承認について（長門市指定地域密着型
サービス事業者及び指定地域密着型介護予防サービ
ス事業者の指定に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例） 

承認

14
専決処分の承認について（長門市指定地域密着
型サービスの事業の人員、設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例） 

承認

15

専決処分の承認について（長門市指定地域密着型介護予防
サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着
型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援
の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例） 

承認

16
専決処分の承認について（長門市介護保険条例の
一部を改正する条例）

承認

17 長門市固定資産評価員の選任について 同意

18 平成 30 年度長門市一般会計補正予算（第２号） 原案可決

19 工事請負契約の締結について（日置保育園建築工事）原案可決

議案番号 件　　　　名 結果

1 平成 30 年度長門市一般会計補正予算（第 1 号） 原案可決

2 平成 30 年度長門市介護保険事業特別会計補正予算（第 1 号） 原案可決

3 平成 30 年度長門市下水道事業会計補正予算（第 1 号） 原案可決

4 長門市税条例の一部を改正する条例 原案可決

5
長門市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例 

原案可決

6 長門市介護保険条例の一部を改正する条例 原案可決

7 長門市ごみ処理場条例の一部を改正する条例 原案可決

8 長門市多目的交流広場条例の一部を改正する条例 原案可決

9
長門市水道事業及び下水道事業の設置等に関
する条例の一部を改正する条例 

原案可決

10
専決処分の承認について（和解及び損害賠償の額を
定めることについて） 

承認

11
専決処分の承認について（長門市税条例等の一
部を改正する条例）

承認

12
専決処分の承認について（長門市都市計画税条
例の一部を改正する条例） 

承認

■６月定例会議決結果

工
場
用
地
の
造
成
工
事
に
着
手

予算決算委員会による現地視察
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　長門市俵山多目的交流広場は、スポーツ等を通

じて市民の健康づくり、コミュニティづくりを推

進するとともに各種イベントの誘致により、広く

都市住民との交流を促進する施設です。

　委員会では、俵山多目的交流広場の使用料が増

額となった理由について質疑があり、執行部から

「市の施設使用料の適正化の方針に基づき算出し

たものである。施設の大規模な改修工事を行って

おり、資産価値の向上や年間の維持管理料を含む

行政コスト等の算出、また施設の利用料について

平成 9 年度以降、21 年間改正されていないため」

との答弁がありました。

　さらに委員から、社会教育団体には使用料の減

免が適用されるのかという質疑があり、執行部か

ら「受益者負担を基本に施設利用促進等の効果を

考慮した結果、市内の各協会、社会教育団体、ス

ポーツ少年団等が主催する大会等において減免措

置を講じると、規則で規定している」との答弁が

ありました。

　この補正予算は、新サービス・施設の創設や認

定審査会の簡素化等の介護保険制度の見直しに対

応するため、要介護認定支援システム（ＲＪ）の

改修を行うためのものです。

　委員会の審査では委員から、システム改修委託

料が補正予算で増額された理由について質疑があ

り、執行部から「増額は介護保険制度の見直しに

よる共生型サービスの創設や施設の追加、また国

への要介護認定データ提出の義務化がスタートす

ることなどから、認定支援システムの改修が必要

となったことによるものだが、国の制度見直しが

当初予算に間に合わない時期に行われたため、今

回の補正予算に計上したものである」との答弁が

ありました。

その他の委員会付託議案　　特別会計・条例

総務民生委員会

文教産業委員会

▲
議案第２号

平成30年度長門市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
▲

議案第８号　長門市多目的交流広場条例の一部を改正する条例

介護保険制度の
見直しへの対応を

俵山多目的交流広場の使用料は増額へ

システム改修委託料　３７６万円

4

　これは、放課後児童支援員の資格要件が拡大し

たことから所要の改正を行うものです。

　委員会審査では委員から、条例が改正された理

由とその内容について質疑があり、執行部から「今

回の条例改正は国の基準省令が改正されたことに

伴って行うものである。内容については、教育職

員免許法に規定する免許状を取得した人であれ

ば、更新をしていなくても支援員になる資格を有

するとするもの、また、高卒を条件としていた従

来の資格要件に加え、高校を卒業していない人で

も５年以上の実務経験があれば必要な能力・技能

等は修得されるとし、資格を有することとするも

のである」との答弁がありました。

▲

議案第５号

長門市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例

放課後児童支援員の
資格要件を拡大

ラグビー教室
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地
域
情
報
通
信
網
の整

備
充
実
を

長
門
市
の
よ
う
な
中
山
間
地
域
で

は
、
大
手
民
間
通
信
事
業
者
の
進

出
は
市
内
一
部
地
域
に
限
ら
れ
て
い
る
。

　

ほ
っ
ち
ゃ
テ
レ
ビ
に
よ
る
ケ
ー
ブ

ル
網
も
同
軸
と
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
混

合
（
Ｈ
Ｆ
Ｃ
）
方
式
で
は
速
度
・
情
報

量
等
に
限
界
が
あ
り
、
市
内
の
企
業
活

動
や
Wi
ー
Fi
通
信
に
よ
る
情
報
サ
ー
ビ

ス
、
進
行
す
る
高
齢
化
に
対
応
し
た
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
深
化
に
も
限
界
が
あ
る
。

　

地
元
企
業
の
中
に
は
、
本
社
機
能
を

市
外
に
移
転
す
る
こ
と
を
真
剣
に
検
討

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
聞
く
が
、

地
域
情
報
通
信
に
つ
い
て
の
現
状
・
課

題
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

進
化
す
る
情
報
化
社
会
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網

の
全
市
的
対
応
（
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
方
式
）
の

事
業
導
入
の
必
要
性
を
感
じ
て
お
り
、

何
と
か
し
た
い
と
い
う
思
い
は
持
っ
て

い
る
。
高
齢
化
が
進
む
中
で
ど
の
よ
う

な
も
の
を
導
入
す
る
の
か
、
ま
た
企
業

の
災
害
時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
は
ど

う
す
る
の
か
な
ど
、
あ
る
程
度
の
方
向

性
を
決
め
た
上
で
費
用
を
積
算
す
る
必

要
が
あ
る
が
、
市
全
体
で
取
り
組
む
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。

現
在
、
総
務
省
の
有
利
な
補
助
事

業
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
庁
内

の
準
備
態
勢
を
整
え
、
こ
の
補
助
事
業

を
活
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

総
務
省
の
補
助
事
業
が
平
成
34
年

ま
で
継
続
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
事

業
を
実
施
す
る
場
合
、
逆
算
す
る
と
平

成
32
年
か
ら
着
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。
老
朽
化
し
た
公
民

館
施
設
を
更
新
す
る
必
要
性
も
あ
る
中
、

合
併
特
例
債
を
ど
う
使
う
の
か
、
ど
う

い
っ
た
財
政
運
営
が
い
い
の
か
、
市
民

の
要
望
に
ど
う
応
え
て
い
け
る
の
か
を

し
っ
か
り
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　一般質問は市政に関して議員が質問を行い、新たな施策の提案や、市政に対しての

意見や要望を述べ、市政をより良い方向へ導くものです。一般質問

定
住
対
策
と
し
て

新
た
な
取
り
組
み
を

本
市
で
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

や
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
等
の
施
策

を
展
開
し
定
住
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
市
の
人
口
は
毎
年
、
減
少
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
定
住
に
結
び
つ
く

新
た
な
対
策
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

第
２
次
長
門
市
総
合
計
画
で
は
、

10
年
後
の
将
来
像
と
し
て
、「
ひ

と
が
輝
き
、
や
さ
し
さ
が
こ
だ
ま
す
る

ま
ち
長
門
」
を
掲
げ
、
誰
も
が
い
き
い

き
と
輝
け
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
る
。

本
年
度
か
ら
移
住
・
定
住
対
策
の
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
、
本
市
の
中
で
は

移
住
者
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
向
津
具

地
区
に
、
移
住
者
等
の
受
入
体
制
を
整

備
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

お
試
し
施
設
と
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
セ
ッ
ト
で
配
置
す
る
こ
と
で
、

移
住
希
望
者
と
空
き
家
・
地
域
住
民
・

仕
事
等
の
情
報
な
ど
を
現
地
で
結
び
付

け
、
移
住
や
そ
の
先
の
定
住
を
促
進
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

農
地
下
限
面
積
の
優
位
性
を

定
住
対
策
へ
活
用
し
て
は
ど
う
か

農
地
の
取
得
に
つ
い
て
は
、
農
地

法
で
農
地
面
積
の
50
ア
ー
ル
の
下

限
面
積
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
油
谷

向
津
具
上
、下
、川
尻
地
区
で
は
、10
ア
ー

ル
の
下
限
と
な
っ
て
い
る
。

　

向
津
具
半
島
で
は
、
耕
作
放
棄
地
の

農
地
も
大
変
増
え
て
い
る
が
、
農
地
取

得
の
下
限
面
積
の
優
位
性
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
、
向
津
具
地
区
の
定
住
対
策
に
つ

な
げ
て
は
ど
う
か
。

定
住
の
目
的
に
よ
っ
て
は
、
空
き

家
と
農
地
の
セ
ッ
ト
で
の
取
得
も

考
え
ら
れ
る
た
め
、
今
年
度
、
農
業
委

員
会
で
、
下
限
面
積
の
見
直
し
も
検
討

す
る
。

　

S
A

K
IN

O
 M

A
S

A
H

IR
O

　

▼耕作放棄地

問

問

問

答

答

答

答

先野 正宏
議員

問

▼ケーブルテレビ放送センター

　

T
A

M
U

R
A

 T
E

T
S

U
R

O

　田村 哲郎
議員
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２
学
期
制
導
入
の
検
討
を

２
学
期
制
は
、
じ
っ
く
り
と
学
習

に
取
り
組
め
る
等
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
と
思
う
が
、
本
市
に
お
い
て
も
導

入
を
検
討
し
て
み
て
は
い
か
が
か
。
ま

た
、
過
去
に
お
い
て
検
討
し
た
こ
と
が

あ
る
の
か
。

平
成
18
年
、
本
市
に
お
い
て
も
導

入
に
つ
い
て
協
議
し
、
小
・
中
学

校
の
校
長
会
で
も
検
討
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
が
、
学
力
を
評
価
す
る
期
間
が
長

す
ぎ
て
、
き
め
細
や
か
な
評
価
が
実
現

し
に
く
い
の
で
は
な
い
か
、
さ
ら
に
は

行
事
の
集
中
す
る
秋
が
学
期
末
・
学
期

始
め
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
他
の
市
町

と
実
施
す
る
行
事
の
日
程
調
整
が
困
難

に
な
る
と
い
っ
た
理
由
等
で
、
当
時
は

実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

今
後
は
県
内
他
市
の
状
況
を
見
な
が

ら
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
た

め
の
１
つ
の
方
法
と
し
て
、
２
学
期
制

に
も
注
視
し
て
い
き
た
い
。

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
や
確
か

な
学
力
と
豊
か
な
人
間
性
を
育
む

学
校
教
育
の
充
実
の
た
め
に
何
が
必
要

な
の
か
、
さ
ら
に
市
教
育
委
員
会
と
し

て
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
の
か
。

市
教
育
委
員
会
と
し
て
は
主
体
的

に
考
え
、
表
現
で
き
る
子
ど
も
を

育
て
る
た
め
に
授
業
を
充
実
さ
せ
、
確

か
な
学
力
の
定
着
を
図
っ
て
い
る
。
ま

た
、
自
他
を
大
切
に
し
、
郷
土
に
誇
り

を
持
て
る
よ
う
、
金
子
み
す
ゞ
の
や
さ

し
い
眼
差
し
や
感
性
を
基
調
と
し
た
心

の
教
育
を
充
実
さ
せ
、
豊
か
な
心
を
育

成
し
て
い
る
。

　

長
門
に
学
び
未
来
に
生
き
る
と
い
う
、

学
校
教
育
基
本
方
針
の
も
と
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
や
地
域
協
育
ネ
ッ
ト
、

小
・
中
一
貫
教
育
の
取
り
組
み
を
さ
ら

に
充
実
・
深
化
さ
せ
、
地
域
総
が
か
り

の
教
育
を
推
進
し
て
子
ど
も
た
ち
の
生

き
る
力
の
育
成
に
努
め
て
い
き
た
い
。

一般質問

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

官
民
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を

２
０
１
９
年
の
日
本
大
会
に
向
け

て
、
官
民
一
体
と
な
り
連
携
を
深

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
現

在
の
取
り
組
み
状
況
と
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

ラ
グ
ビ
ー
を
盛
り
上
げ
る
イ
ベ
ン

ト
等
を
企
画
し
、
市
内
外
へ
の
発

信
を
考
え
て
い
る
。
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
が

８
月
に
完
成
す
る
が
、
こ
れ
に
合
わ
せ

た
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
の
試
合
、
タ
グ
ラ
グ

ビ
ー
教
室
や
大
会
、
７
人
制
女
子
ラ
グ

ビ
ー
大
会
な
ど
の
開
催
を
検
討
し
、
招

致
委
員
会
と
も
連
携
し
、
市
民
と
協
働

に
よ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

な
が
と
ブ
ル
ー
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
と

の
連
携
や
協
働
に
よ
る
事
業
を
進

め
、
本
市
で
の
ラ
グ
ビ
ー
の
普
及
や
気

運
の
醸
成
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

女
性
活
躍
の
推
進
と
ラ
グ
ビ
ー
を

通
じ
た
地
域
交
流
・
国
際
交
流
の

推
進
を
活
動
理
念
と
し
て
お
り
、
地
域

の
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
し
、
競

技
人
口
の
拡
大
や
普
及
活
動
を
進
め
て

い
る
。
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の

開
催
に
向
け
、
気
運
の
醸
成
を
実
施
す

る
１
つ
の
団
体
と
し
て
、
し
っ
か
り
連

携
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

キ
ャ
ン
プ
地
招
致
は
一
定
の
成
果

を
収
め
た
と
理
解
し
て
い
る
が
、

中
・
長
期
的
な
取
り
組
み
を
考
え
る
時

期
が
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

な
が
と
ブ
ル
ー
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
を

通
じ
て
国
体
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
選
手
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
競
技
人
口

の
拡
大
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
本
市
を
世
界
に
発
信
す
る
機
会
や

様
々
な
交
流
の
機
会
が
あ
る
が
、
そ
れ

ら
が
市
民
の
大
き
な
自
信
に
つ
な
が
っ

て
い
く
と
確
信
し
て
い
る
。

　
▼ながとブルーエンジェルスと小学生の交流

問

問

問

問

問 答

答答

答

答▼小学校の授業風景

　

Y
O

S
H

IZ
U

 H
IR

O
Y

U
K

I吉津 弘之
議員

　

N
O

U
N

O
 N

O
B

U
O

　

南野 信郎
議員
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観
光
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
で

観
光
客
誘
致
を

長
門
市
は
、
元
乃
隅
稲
成
神
社
や

セ
ン
ザ
キ
ッ
チ
ン
な
ど
の
集
客
に

よ
り
平
成
29
年
度
に
観
光
客
数
が
214
万

人
と
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。
観
光
施

策
の
成
果
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い

る
か
。湯

本
温
泉
観
光
ま
ち
づ
く
り
事

業
、
道
の
駅
セ
ン
ザ
キ
ッ
チ
ン
の

オ
ー
プ
ン
な
ど
が
多
く
の
観
光
客
誘
致

の
要
因
と
考
え
る
。
し
か
し
、
宿
泊
客

数
の
伸
び
悩
み
が
課
題
で
あ
る
。

市
内
に
は
一
部
宿
泊
施
設
が
老
朽

化
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
施
設
の

改
善
助
成
事
業
や
制
度
融
資
を
行
う
考

え
は
な
い
か
。

施
設
の
改
善
助
成
や
制
度
融
資
に

つ
い
て
は
、
中
小
企
業
者
の
経
営

の
安
定
を
目
的
に
「
長
門
市
中
小
企
業

経
営
安
定
資
金
制
度
」
が
あ
る
。
ま
た

国
が
予
算
措
置
し
た
「
も
の
づ
く
り
補

助
金
」
を
活
用
し
た
機
械
装
置
等
の
改

修
が
行
え
る
よ
う
条
例
等
を
整
備
す
る

予
定
で
あ
る
。

他
市
で
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

が
国
内
で
は
あ
る
が
観
光
プ
ロ

モ
ー
タ
ー
と
し
て
取
り
組
み
を
し
よ
う

と
す
る
例
も
あ
る
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
取
り
込
む
戦
略
的
な
誘
客
の
推
進
と

し
て
観
光
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
を
配
置
し
て

は
ど
う
か
。

長
門
市
だ
け
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

誘
致
は
困
難
な
上
、
市
独
自
で
プ

ロ
モ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
は
人
材

的
に
も
財
政
的
に
も
困
難
と
考
え
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
外
国
人
枠
が
創

設
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
業
務
に
就
く
こ

と
も
可
能
と
思
う
が
、
ま
ず
は
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
を
呼
び
込
む
仕
組
み
を
構
築
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一般質問

セ
ン
ザ
キ
ッ
チ
ン
の
今
後
の
方
向
性
は

セ
ン
ザ
キ
ッ
チ
ン
の
整
備
目
的

は
、
地
域
産
業
と
経
済
の
活
性
化

を
促
進
し
、
地
産
地
消
の
推
進
な
ど
、

一
次
産
業
を
中
心
と
し
た
所
得
の
向
上

と
雇
用
の
創
出
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
を

振
り
返
り
、
改
善
す
べ
き
課
題
や
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
問
う
。

ハ
ー
ド
面
に
つ
い
て
は
、
道
の
駅

の
本
格
開
設
時
や
今
春
の
大
型
連

休
時
の
駐
車
場
対
策
で
混
雑
を
極
め
て

お
り
、対
応
策
に
つ
い
て
は
検
討
を
行
っ

て
い
る
。
ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て
は
、
市

内
産
の
商
品
が
少
な
い
と
の
指
摘
が
あ

り
、
さ
ら
な
る
市
内
産
品
の
充
実
に
努

め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

セ
ン
ザ
キ
ッ
チ
ン
の
管
理
運
営
を

担
う
「
な
が
と
物
産
合
同
会
社
」

は
、
市
も
出
資
し
て
お
り
、
大
都
市
圏

へ
の
販
路
開
拓
な
ど
、
会
社
の
設
立
目

的
を
は
じ
め
、
市
の
成
長
戦
略
に
沿
っ

た
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
し
っ
か

り
チ
ェ
ッ
ク
す
る
責
務
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

セ
ン
ザ
キ
ッ
チ
ン
の
管
理
運
営
に

つ
い
て
は
評
価
も
し
て
い
る
が
、

本
来
の
目
的
に
専
念
し
て
も
ら
う
よ
う

「
な
が
と
物
産
合
同
会
社
」
に
は
早
急
に

要
請
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

長
門
湯
本
駅
の
整
備
を
検
討
す
べ
き
で
は

湯
本
温
泉
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
お

い
て
、
温
泉
街
を
訪
れ
る
観
光
客

の
回
遊
性
を
高
め
る
上
で
も
、
ト
イ
レ

の
改
修
等
、
鉄
道
の
玄
関
口
で
あ
る
長

門
湯
本
駅
に
つ
い
て
、
現
在
の
ま
ま
何

も
し
な
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い

と
思
う
が
ど
う
か
。

景
観
も
含
め
て
、
ど
う
い
っ
た
活

用
を
し
て
い
く
の
か
、
地
元
住
民

と
も
し
っ
か
り
議
論
を
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

問

問

問

問

問

問 答

答

答

答 答

▼元乃隅稲成神社

林 哲也
議員
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O

K
I　

大草 博輝
議員
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▼センザキッチン
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職
員
研
修
事
業
に
お
け
る

今
後
の
取
り
組
み
は

職
員
数
は
組
織
改
革
に
お
い
て
削

減
さ
れ
て
い
る
が
、
職
員
研
修
事

業
の
費
用
は
増
加
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
し
か
し
職
員
の
不
祥
事
が
目

に
つ
く
こ
と
か
ら
、
職
員
研
修
事
業
が

本
当
に
必
要
な
の
か
疑
問
に
思
う
。
本

事
業
の
成
果
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

第
３
次
長
門
市
経
営
改
革
プ
ラ
ン

に
お
い
て
、
改
革
項
目
の
１
つ
に

職
員
の
意
識
改
革
を
掲
げ
、
市
民
が
求

め
る
職
員
を
育
成
す
る
た
め
に
策
定
し

た
長
門
市
人
材
育
成
基
本
方
針
に
基
づ

き
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
事
業
費

の
多
く
を
占
め
る
派
遣
研
修
で
は
、
県

な
ど
他
の
自
治
体
の
先
進
的
な
行
政
手

法
を
実
地
で
学
び
、
研
修
終
了
後
は
そ

の
職
員
を
当
地
で
得
ら
れ
た
実
務
経
験

を
活
か
せ
る
部
署
に
配
置
し
て
お
り
、

業
務
の
中
心
的
役
割
を
果
た
す
な
ど
の

成
果
を
上
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
山
口
県
ひ
と
づ
く
り
財
団
や

市
独
自
で
行
う
研
修
に
は
年
平
均
延
べ

770
人
あ
ま
り
の
職
員
が
参
加
し
、
基
礎

一般質問

成
年
後
見
制
度
・
自
立
支
援
・

死
後
事
務
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
を

厚
生
労
働
省
は
、
各
市
町
村
に
対

し
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進

に
向
け
た
基
本
計
画
の
策
定
、
地
域
連

携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、
運
営
の
中

核
機
関
の
設
置
を
求
め
て
い
る
。
当
市

の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

ま
ず
は
市
レ
ベ
ル
で
、
福
祉
専
門

職
や
弁
護
士
、
司
法
書
士
な
ど
の

実
務
者
が
集
ま
り
、
地
域
連
携
や
中
核

機
関
の
青
写
真
を
描
く
作
業
を
実
施
し

た
い
。

　

そ
の
青
写
真
が
出
来
れ
ば
、
関
係
機

関
や
行
政
、
地
域
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
を

交
え
、
基
本
計
画
の
策
定
や
、
地
域
連

携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ひ
と
り
暮
ら
し
や
夫
婦
の
み
の
高

齢
者
世
帯
、
障
害
者
を
抱
え
る
家

族
の
様
々
な
不
安
を
取
り
除
く
為
に
、

自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
メ
ニ
ュ
ー
を
、

更
に
充
実
し
て
は
ど
う
か
。

自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
自

治
体
ご
と
に
違
う
。
本
市
で
は
社

会
福
祉
協
議
会
が
、
地
域
福
祉
権
利
擁

護
事
業
と
し
て
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用

に
対
す
る
援
助
、
日
常
の
金
銭
管
理
、

重
要
書
類
の
預
か
り
業
務
な
ど
の
自
立

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

　

病
院
や
福
祉
施
設
な
ど
か
ら
遺
体

を
引
き
取
り
、
葬
儀
や
埋
葬
な
ど
、

死
後
の
一
連
の
手
続
き
を
行
う
死
後
事

務
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

死
後
事
務
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、
現
状
は
取
り
組
ん
で
い
な
い
。

今
後
、
他
の
自
治
体
の
事
例
な
ど
を
、

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
関
係
機
関
に

提
供
し
、
サ
ー
ビ
ス
・
制
度
設
計
に
向

け
て
研
究
し
て
い
く
。

▼成年後見制度利用についての相談窓口

問

問問

問

答

答

答答

▼職員研修

　

E
H

A
R

A
 T

A
T

S
U

Y
A

　
江原 達也

議員

　

S
H

IG
E

H
IR

O
 M

A
S

A
M

I　重廣 正美
議員

実
務
能
力
等
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
職

員
が
減
少
す
る
中
、
少
数
精
鋭
に
よ
る

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
政
運
営
を
進

め
る
た
め
、
職
員
の
意
識
改
革
と
意
欲

と
能
力
を
持
っ
た
職
員
の
育
成
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。

職
員
研
修
事
業
に
お
け
る
、
今
後

の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

人
材
育
成
は
未
来
へ
の
投
資
と
考

え
て
い
る
。
市
民
の
信
頼
感
向
上

を
目
指
す
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
公
務

員
倫
理
研
修
等
に
加
え
、
地
方
創
生
等

主
要
施
策
に
対
応
し
た
政
策
提
案
や
働

き
方
改
革
・
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

の
推
進
、地
域
総
合
力
を
発
揮
し
、「
チ
ー

ム
な
が
と
」
を
再
認
識
す
る
研
修
等
を

基
本
に
新
た
な
研
修
計
画
を
考
え
て
い

く
。 答 問
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市
職
員
の
職
場
環
境
に
つ
い
て
問
う

本
市
は
現
在
、
様
々
な
大
型
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
し
か
し
、

年
々
職
員
数
は
削
減
さ
れ
、
職
員
１
人

あ
た
り
の
負
担
が
増
え
、
余
裕
の
な
い

職
場
環
境
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
ど

う
か
。毎

年
、
部
長
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る

各
課
の
状
況
や
意
見
を
参
考
に
、

業
務
量
に
応
じ
た
適
正
な
人
員
配
置
に

努
め
て
い
る
。
ま
た
、
時
間
外
勤
務
の

縮
減
を
図
る
た
め
、
全
庁
的
に
定
時
退

庁
を
促
す
ス
イ
ッ
チ
オ
フ
デ
ー
の
取
り

組
み
や
退
庁
時
間
・
職
場
の
業
務
量
調

査
を
実
施
し
て
い
る
。
命
令
時
間
と
の

乖
離
が
大
き
い
場
合
は
、
所
属
長
に
注

意
を
促
す
な
ど
し
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
の
推
進
に
努
め
て
い
る
。
さ
ら

に
、
平
成
28
年
度
か
ら
労
働
安
全
衛
生

法
の
改
正
に
基
づ
き
職
員
の
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
て
い
る
。

減
少
す
る
職
員
数
に
見
合
っ
た
業

務
量
と
な
る
よ
う
、
健
全
化
を
早

期
に
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

一般質問

　

A
Y

A
G

I M
IK

A

　

障
害
者
の
就
労
支
援
に
対
す
る

現
状
認
識
を
問
う

雇
用
契
約
に
基
づ
く
就
労
が
困
難

な
障
害
者
が
利
用
す
る
「
就
労
継

続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
」
の
工
賃
収
入
が

本
市
は
県
平
均
よ
り
も
低
い
。
市
か
ら

の
仕
事
が
安
定
的
に
あ
れ
ば
工
賃
向
上

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
障
害
者
優

先
調
達
推
進
法
で
同
事
業
所
等
か
ら
こ

れ
ま
で
以
上
に
物
品
等
の
調
達
は
で
き

な
い
か
。
ま
た
、
特
定
随
意
契
約
を
活

用
し
、
適
正
な
予
定
価
格
を
設
定
し
た

上
で
障
害
者
が
で
き
る
業
務
の
発
注
を

さ
ら
に
増
や
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

平
成
28
年
度
実
績
で
本
市
の
Ｂ

型
事
業
所
の
平
均
工
賃
は
月
額

１
３
、
７
１
３
円
。
県
平
均
よ
り
３
、

０
０
０
円
安
い
。
Ｂ
型
事
業
所
利
用
者

の
中
に
は
生
活
介
護
が
適
し
て
い
る
方

も
い
る
が
市
内
に
通
所
の
生
活
介
護
事

業
所
が
少
な
く
、
Ｂ
型
事
業
所
で
対
応

し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
工
賃
向
上
に

つ
な
が
ら
な
い
現
状
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
本
市
と
し
て
は
障
害
者
優

先
調
達
推
進
法
と
本
市
の
調
達
方
針
の

考
え
方
を
部
長
会
議
等
の
機
会
に
改
め

て
各
部
署
に
徹
底
し
、
調
達
の
継
続
と

新
た
な
役
務
等
の
発
注
の
際
に
は
障
害

者
就
労
施
設
等
が
提
供
可
能
な
物
品
等

も
し
っ
か
り
検
討
の
中
に
入
れ
る
。
ま

た
、
物
品
等
の
適
正
な
予
定
価
格
・
契

約
金
額
の
設
定
を
各
部
署
に
徹
底
す
る
。

本
市
で
は
28
年
度
か
ら
２
年
間
、

県
の
モ
デ
ル
地
域
に
指
定
を
受

け
、
農
福
連
携
推
進
協
議
会
を
設
置
し
、

障
害
者
へ
の
農
作
業
受
託
な
ど
が
実
施

さ
れ
た
。
農
業
含
め
た
一
次
産
業
と
福

祉
の
連
携
の
可
能
性
を
ど
う
感
じ
て
い

る
か
。農

業
と
福
祉
の
連
携
は
地
域
活
性

化
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
と
考
え

て
い
る
。
福
祉
課
と
農
林
課
が
十
分
に

連
携
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

問

問 答

答

答

綾城 美佳
議員

▼市役所１階窓口

▼就労継続支援施設キュアポートでの作業

　

IW
A

F
U

JI M
U

T
S

U
K

O

岩藤 睦子
議員

問答

事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・

ビ
ル
ド
の
徹
底
や
、
民
間
に
任
せ

ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
を
進
め
、
組
織
の
ス
リ
ム
化
を

図
る
と
と
も
に
職
員
数
の
適
正
管
理
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

職
員
は
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
支

援
員
や
観
光
の
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
、
休
み
返
上
で
イ
ベ
ン
ト
に
関

わ
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

イ
ベ
ン
ト
は
市
の
施
策
の
方
向
性

と
連
動
す
る
こ
と
か
ら
企
画
運
営

に
関
係
課
の
職
員
が
従
事
・
協
力
す
る

こ
と
は
自
然
な
姿
と
思
う
が
、
民
間
と

市
の
役
割
分
担
を
改
め
て
協
議
し
、
民

間
の
力
が
今
以
上
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、

共
に
考
え
て
い
き
た
い
。

答 問
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有
害
鳥
獣
捕
獲
奨
励
金
へ
の

課
税
に
対
す
る
見
解
は

鳥
獣
被
害
が
深
刻
な
中
、
地
元
猟

友
会
等
に
捕
獲
奨
励
金
を
交
付

し
防
止
対
策
推
進
に
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
奨
励
金
が
所
得
課
税
の
対
象
と
税

務
署
か
ら
の
指
摘
が
あ
り
、
過
去
３
年

に
さ
か
の
ぼ
り
課
税
徴
収
さ
れ
た
事
案

が
あ
っ
た
と
聞
く
。
こ
の
件
に
関
し
て

市
の
見
解
を
問
う
。

指
摘
の
と
お
り
昨
年
12
月
、
長
門

税
務
署
か
ら
捕
獲
奨
励
金
に
つ
い

て
調
査
を
受
け
た
。
近
隣
の
自
治
体
も

同
様
の
調
査
を
受
け
た
と
聞
い
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
は
あ
く
ま
で
も
捕
獲
活

動
の
経
費
補
完
と
の
説
明
を
し
た
が
、

税
務
署
に
よ
れ
ば
雑
所
得
に
あ
た
り
課

税
対
象
と
さ
れ
た
。
鳥
獣
被
害
対
策
の

中
核
で
あ
る
捕
獲
駆
除
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
精
神
を
持
っ
て
行
っ
て
い
る
隊
員
の

士
気
が
下
が
る
事
に
つ
な
が
ら
な
い
か

大
変
危
惧
し
て
い
る
。

捕
獲
駆
除
隊
員
の
士
気
が
下
が
る

事
を
危
惧
し
て
い
る
現
状
に
お
い

て
、
今
後
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

税
の
公
平
性
、
公
明
性
か
ら
い
た

し
か
た
な
い
事
と
は
い
え
、
近
隣

他
市
と
も
情
報
交
換
し
な
が
ら
国
へ
再

検
討
を
行
う
よ
う
働
き
か
け
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

過
去
３
年
の
修
正
申
告
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
26
年
か
ら
の
税
等
に

も
影
響
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
な
る

の
か
。個

人
の
市
県
民
税
等
は
、
国
税
等

の
課
税
資
料
に
基
づ
き
賦
課
決
定

さ
れ
る
事
か
ら
、
国
税
と
同
様
に
課
税

す
る
。国
民
健
康
保
険
料
、介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
等
も
税
資
料

に
基
づ
い
て
納
め
て
い
た
だ
く
。

一般質問

お
も
て
な
し
の
心
と
は

第
２
次
観
光
基
本
計
画
の
中
に

は
「
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
お
も

て
な
し
力
の
強
化
は
必
須
」
と
あ
る
が
、

行
政
が
考
え
る
市
民
、
地
域
、
事
業
者
、

関
係
機
関
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の

持
続
可
能
な
お
も
て
な
し
と
は
何
か
。

市
民
や
関
係
機
関
が
、
お
も
て
な

し
の
重
要
性
を
理
解
し
、
観
光
客

を
温
か
く
迎
え
る
こ
と
や
、
観
光
事
業

者
が
、
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
魅

力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

観
光
関
係
団
体
が
、
会
員
相
互
の
合
意

形
成
を
促
進
し
て
、地
域
が
一
体
と
な
っ

た
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

行
政
の
役
割
を
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

行
政
は
、
関
係
者
間
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
観
光
情
報
の
提
供
や

啓
発
活
動
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

相
手
を
想
う
市
民
の
気
持
ち
や
行

動
を
そ
っ
と
後
押
し
す
る
行
政
対

応
の
「
見
え
る
化
」
が
市
民
参
加
、
市

民
活
動
へ
と
つ
な
が
り
、
観
光
客
が
再

び
訪
れ
た
く
な
る
長
門
市
の
お
も
て
な

し
の
基
本
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

長
門
市
民
の
温
か
い
お
も
て
な
し

の
心
を
誇
り
に
思
い
、
大
切
に
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
各
部
署
が
連

携
し
、
市
民
の
気
づ
き
に
は
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
、
し
っ
か
り
と
対
応
し
て

い
く
。

　

ま
た
、
観
光
客
の
満
足
度
の
向
上
に

向
け
て
、
市
民
や
関
係
機
関
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
、
し
っ
か
り
と
お
も
て

な
し
の
心
が
発
現
で
き
る
観
光
地
域
づ

く
り
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
て
い
る
。

　
▼観光ホームページ「ななび」

問

問

問

問

問

問

答

答

答答

答

答▼鳥獣被害対策への影響が懸念される

　

S
H

IG
E

M
U

R
A

 N
O

R
IH

IR
O

　

重村 法弘
議員

　

H
A

Y
A

K
A

W
A

 A
Y

A
N

O早川 文乃
議員
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自
治
会
活
動
の
活
性
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
問
う

自
治
会
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

構
成
す
る
重
要
な
組
織
と
し
て

様
々
な
社
会
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
近
年
全
国
的
に
少
子
高

齢
化
と
人
口
減
少
が
進
み
、
自
治
会
活

動
の
継
続
が
困
難
な
状
況
下
に
あ
る
。

自
治
会
活
動
の
発
展
に
向
け
て
の
市
長

の
施
策
に
つ
い
て
問
う
。

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
行

に
よ
る
自
治
会
を
は
じ
め
と
し
た

集
落
機
能
の
低
下
、
地
域
の
衰
退
が
及

ぼ
す
市
全
体
へ
の
影
響
に
危
機
感
を
抱

い
て
い
る
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
本
年

度
は
重
点
施
策
に
「
地
域
総
合
力
の
発

揮
」
を
掲
げ
、
集
落
支
援
員
制
度
の
拡

充
な
ど
を
行
っ
た
。
自
治
会
の
弱
体
化

に
対
応
す
る
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え

る
課
題
を
持
ち
寄
り
、
話
し
合
う
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て

支
援
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
集
落
機

能
再
生
事
業
な
ど
と
自
治
会
の
各
種
相

談
を
受
け
る
担
当
を
一
元
化
し
、
市
民

活
動
推
進
課
を
新
設
し
た
。

自
治
会
活
動
を
行
え
ば
行
う
ほ

ど
、
自
治
会
内
の
人
を
知
ら
ね
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
の
住
民
基
本
台

帳
閲
覧
手
続
き
は
繁
雑
す
ぎ
る
。
も
う

少
し
簡
潔
に
は
で
き
な
い
も
の
か
。

閲
覧
に
つ
い
て
は
、
住
民
基
本
台

帳
法
に
、
活
動
に
必
要
な
限
度
に

お
い
て
台
帳
の
一
部
の
写
し
を
閲
覧
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
、
可

能
な
内
容
が
定
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、

法
に
よ
り
適
正
な
情
報
管
理
を
行
う
べ

き
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
市
に
お

い
て
も
、
住
民
の
命
を
守
る
活
動
と
し

て
の
災
害
時
の
共
助
に
よ
る
避
難
方
法

検
討
な
ど
、
自
治
会
内
で
の
公
益
活
動

に
お
け
る
住
民
把
握
の
必
要
性
は
認
識

し
て
お
り
、
法
の
範
囲
内
で
の
ス
ム
ー

ズ
な
手
続
き
に
つ
い
て
国
や
関
係
部
署

な
ど
へ
の
照
会
・
協
議
を
進
め
て
い
る
。

一般質問

水
産
業
振
興
に
お
け
る

今
後
の
方
針
は

今
日
、
水
産
業
界
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
る

が
、
水
産
業
全
般
の
振
興
に
つ
い
て
問

う
。

本
市
で
は
、
キ
ジ
ハ
タ
、
ア
マ
ダ

イ
、
ア
ワ
ビ
等
魚
価
の
高
い
も
の

を
中
心
に
資
源
管
理
に
注
力
し
、
藻
場

の
保
全
、
再
生
活
動
の
支
援
を
行
い
、

新
規
漁
業
就
業
者
の
確
保
に
特
に
注
力

し
、
様
々
な
施
策
と
連
携
し
て
、
水
産

業
振
興
に
努
め
て
い
く
。

ク
ロ
マ
グ
ロ
の
漁
獲
枠
は
国
際
的

な
取
り
決
め
に
よ
り
激
減
さ
せ
ら

れ
、
漁
業
者
は
売
上
的
に
打
撃
を
受
け

て
い
る
。
ク
ロ
マ
グ
ロ
漁
従
事
者
に
、

国
や
県
が
で
き
な
い
の
な
ら
、
市
と
し

て
支
援
、
補
助
が
で
き
な
い
か
。

ク
ロ
マ
グ
ロ
漁
従
事
者
の
窮
状
は

各
方
面
に
も
伝
え
て
い
く
が
、
特

定
の
魚
種
に
つ
い
て
、
市
独
自
の
支
援
、

補
助
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

子
育
て
に
つ
い
て

さ
ら
な
る
支
援
の
充
実
を

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、
高
校
生

の
通
学
費
補
助
、
小
学
生
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
無
償
化
、
保

育
園
、
幼
稚
園
に
お
け
る
正
規
職
員
、

臨
時
職
員
の
適
正
配
置
に
つ
い
て
問
う
。

交
通
費
補
助
に
つ
い
て
は
、
現
在

多
子
世
帯
の
助
成
も
含
め
て
、
ど

の
よ
う
な
形
が
効
果
的
な
の
か
、
検
討

を
続
け
て
い
く
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
に
対
す
る
、
公
費
補
助
に
つ
い

て
は
、
今
後
検
討
す
べ
き
と
考
え
て
い

る
。
保
育
士
の
適
正
配
置
に
つ
い
て
は
、

国
の
基
準
に
基
づ
き
、
適
正
に
配
置
し

て
い
る
。

問

問

問問

答

答

答答

▼自治会総会のようす

▼仙崎市場の初セリ

　

N
A

K
A

H
IR

A
 Y

U
JI　

中平 裕二
議員

問答

　

H
A

S
H

IM
O

T
O

 K
E

N
JI　橋本 憲治

議員
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切
な
管
理
が
さ
れ
て
い

な
い
空
き
家
が
増
加

し
、
安
全
性
、
衛
生
上

問
題
が
あ
る
、
と
の
一
般
質
問

が
、
平
成
29
年
９
月
定
例
会
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
市
で
は
今
年
度

か
ら
建
築
住
宅
課
が
設
置
さ

れ
、
空
家
対
策
が
重
点

的
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
対
策
会
議
の
実
施

や
対
策
計
画
の
作
成
に

よ
っ
て
、
空
家
等
に
対

し
て
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
よ
う
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
63
軒
あ
っ
た

管
理
不
全
の
空
き
家
の

う
ち
、
す
で
に
21
軒
の

を
解
体
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

　

担
当
課
は
こ
れ
か
ら

も
所
有
者
に
補
助
金
等

の
活
用
に
つ
い
て
の
説

明
を
行
い
、
根
気
よ
く

説
得
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

の
管
理
し
て
い
る
観

光
地
の
ト
イ
レ
は
老

朽
化
し
て
お
り
、
お

も
て
な
し
の
心
が
感
じ
ら
れ
な

い
、
改
修
す
る
べ
き
だ
と
い
う

内
容
の
一
般
質
問
が
、
平
成
28

年
６
月
定
例
会
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
整
備
が
行
わ
れ
、
元

乃
隅
稲
成
神
社
に
つ
い
て
は
新

設
、
長
門
市
駅
に
つ
い
て
は
改

修
さ
れ
ま
し
た
。

　

仙
崎
駅
、
大
寧
寺
な
ど
の
ト

イ
レ
に
つ
い
て
は
比
較
的
新
し

い
こ
と
か
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ

整
備
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

BEFORE
＆

AFTER

　

過
去
に
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
問
題
、
執
行
部
が

今
後
検
討
す
る
と
し
た
問
題
な
ど
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た

か
を
追
跡
調
査
し
て
み
ま
し
た
。

追
跡
調
査

一般
質問

おもてなしの心が感じられる美しい観光地へ

観光地のトイレを改修

今年度から建築住宅課を設置

重点的な空き家対策へ

　今後も増加が見込まれる

空き家の対策は重要です。

必要な措置を講じるられる

よう、議会として、今後も

チェックしていきます。

BEFORE

市

AFTER

適

長門市駅トイレ

改修によって美しくなり、ス

ロープが付いたことで使いやす

いトイレになりました。

CHECK!
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研
究
会
立
ち
上
げ

　

長
門
市
議
会
で
は
平
成
29

年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
長
門

市
特
別
職
等
報
酬
審
議
会
の

答
申
を
受
け
、
同
年
12
月
に

議
員
７
名
で
構
成
さ
れ
た
研

究
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
議
員
は
、
市
民
の

中
に
「
議
会
不
要
論
」
と
い
っ

た
厳
し
い
意
見
が
あ
る
こ
と

も
十
分
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
を
払
拭
し
、
信
頼
さ
れ

る
議
会
に
な
る
た
め
に
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
積
極

的
に
市
民
の
前
に
赴
き
、
と

も
に
こ
の
問
題
を
議
論
し
判

断
す
る
初
め
て
の
取
り
組
み

で
す
。

　

こ
の
研
究
会
で
は
、
長
門

市
議
会
議
員
の
報
酬
お
よ
び

期
末
手
当
な
ら
び
に
定
数
に

つ
い
て
、
現
状
の
課
題
の
分

析
を
お
こ
な
い
、
今
後
２
～

３
年
か
け
長
門
市
議
会
の
あ

る
べ
き
姿
を
研
究
・
提
案
し

て
い
き
ま
す
。

報
酬
の
適
正
額
算
出
へ

　

現
時
点
で
の
議
会
の
共
通

認
識
と
し
て
、
報
酬
等
に
つ

い
て
は
そ
の
金
額
が
ど
う
で

あ
れ
、
そ
の
根
拠
等
、
市
民

へ
の
説
明
責
任
が
伴
う
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
長
と
議
員
の
活

動
日
数
・
時
間
を
比
較
し
、

適
正
額
を
算
出
す
る
た
め
の

調
査
を
本
年
６
月
か
ら
試
験

的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今

後
１
年
間
で
議
員
活
動
実
態

調
査
を
実
施
し
、
こ
の
調
査

か
ら
議
員
活
動
の
換
算
日
数

を
出
す
予
定
で
す
。

　

ま
だ
研
究
会
が
立
ち
上

が
っ
た
ば
か
り
の
段
階
で
、

結
論
的
に
報
告
で
き
る
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
も

「
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
議

会
」
を
め
ざ
し
、
研
さ
ん
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
報
酬
・
期
末
手
当
・
定
数
等
の
調
査
研
究

議
会
自
ら
、
報
酬
等
を
考
え
る
研
究
会
を
設
置

活動実態調査票

報酬の適正額を算出するた

め、活動実態調査を実施。

これによって毎月の活動日

数・時間を記録します。

定期的に開催される研究会



今年度の議会報告会は５月７日から 18日にかけて

市内８会場（長門地区３カ所、日置地区１カ所、三隅地区２カ所、油谷地区２カ所）で開催し、

212 名の方々に参加していただきました。ありがとうございました。

報告会では、予算や市政全般をテーマとした第 1部と、

議員報酬等をテーマとした第２部に分けて、報告・意見交換を行いました。

ここでは、参加者からいただいた意見・提案の一部を紹介します。

これらは今後の議会活動の参考にさせていただきます。

第
１
部 

予
算
・
市
政
全
般

問�

…
こ
れ
ま
で
の
一
般
質
問
に
対
す

る
行
政
の
対
応
は
ど
う
か
。
議
会

は
人
口
減
少
対
策
、
財
政
難
、
少

子
高
齢
化
等
の
問
題
を
解
決
に
向

け
た
政
策
議
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

答�

…
一
度
の
一
般
質
問
で
す
ぐ
に
結

果
を
出
す
こ
と
は
難
し
い
が
、
予

算
措
置
等
に
結
び
つ
く
よ
う
提
案

を
続
け
て
い
く
。
議
会
報
告
会
等

で
出
さ
れ
た
様
々
な
意
見
等
を
議

員
で
討
論
し
政
策
提
言
で
き
る
よ

う
な
、
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会

を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
。

問�

…
地
元
紙
に
よ
る
と
湯
本
の
新
し

い
恩
湯
は
、
地
元
の
人
は
安
く
な

る
と
の
こ
と
だ
が
、
な
ぜ
地
元
と

他
地
区
の
人
に
差
を
つ
け
る
の
か
。

答�

…
こ
れ
ま
で
は
、
市
が
直
営
し
て

い
た
が
、
今
後
は
民
間
が
民
設
民

営
方
式
で
経
営
す
る
の
で
行
政
が

入
浴
料
に
つ
い
て
介
入
で
き
な
い
。

問�

…
今
後
予
算
規
模
が
縮
小
さ
れ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
市
財
政

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
か
。

答�

…
今
後
交
付
税
が
減
っ
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
中
、
い
か
に
歳

出
を
抑
え
税
収
を
確
保
す
る
か
が

問
わ
れ
る
。
歳
入
増
に
向
け
た
政

策
提
言
を
し
て
い
き
た
い
。

問�

…
働
く
場
の
確
保
を
お
願
い
し
た

い
。
長
門
市
は
一
次
産
業
に
特
化
し

た
施
策
が
必
要
と
思
う
。
若
い
人
の

参
入
で
、
捕
る
漁
業
か
ら
育
て
る
漁

業
へ
意
識
改
革
を
し
な
い
と
漁
業
は

つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
。
外
国
人
の
移
住

や
外
国
小
中
学
生
の
留
学
の
施
策
を

考
え
、
長
門
市
の
10
年
後
、
20
年
後
、

30
年
後
を
考
え
て
欲
し
い
。

答�

…
市
も
ニ
ュ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
確
保

育
成
推
進
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
収
入
に
ム
ラ
が
あ
り
長
続
き
し
な

い
。
本
市
に
は
水
産
、
農
業
分
野
と

特
色
の
あ
る
高
校
も
あ
る
の
で
行
政

に
対
し
て
も
提
言
し
て
い
き
た
い
。。

問�

…
セ
ン
ザ
キ
ッ
チ
ン
で
の
サ
イ
ク
リ

ン
グ
用
自
転
車
の
貸
し
出
し
に
つ
い

て
、
回
収
場
所
が
市
内
各
地
に
あ
れ

ば
よ
り
利
用
し
や
す
く
な
る
。
市
内

に
は
自
転
車
店
や
車
整
備
工
場
が
あ

る
の
で
、そ
こ
で
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
、

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
が
で
き
よ
う
に

な
れ
ば
観
光
の
拠
点
に
も
な
る
。

答�
…
良
い
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
い
た
の

で
、
し
っ
か
り
伝
え
た
い
。

問�

…
湯
本
駅
移
設
は
難
し
い
の
で
は
な

市民と議員が語る議会報告会

議会報告会を終えて

い
か
と
思
っ
て
い
る
が
、
駅
舎
の

老
朽
化
や
ト
イ
レ
の
老
朽
化
に
加

え
、
悪
臭
等
に
よ
っ
て
観
光
客
か

ら
の
苦
情
が
あ
る
。
駅
舎
と
ト
イ

レ
の
改
修
に
つ
い
て
議
会
に
も
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
。

答�

…
駅
舎
の
移
設
が
難
し
く
て
も
、

湯
本
温
泉
の
観
光
の
窓
口
と
し
て

現
状
の
駅
舎
と
ト
イ
レ
の
状
況
を

放
置
で
き
な
い
。
議
会
と
し
て
も

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問�

…
農
地
を
耕
作
す
る
人
が
減
少
し
、

空
き
家
も
増
え
た
。
他
市
に
は
、

住
宅
と
農
地
を
合
わ
せ
て
手
続
き

が
で
き
る
窓
口
が
あ
る
が
、
本
市

は
各
課
に
ま
た
が
っ
て
お
り
、
窓

口
が
１
つ
で
は
な
い
。
連
携
不
足

で
は
な
い
の
か
。

　
疑 

問

　
提 

案

　
意 

見
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第
２
部 

議
員
報
酬
等

●�

議
員
自
ら
が
、
自
分
達
の
報
酬
を

判
断
す
る
の
は
お
か
し
い
。
第
三

者
が
決
め
る
べ
き
で
、
報
酬
審
議

会
に
委
ね
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

●�

議
員
報
酬
が
あ
ま
り
に
低
い
額
で

は
、
議
員
に
立
候
補
す
る
人
が
生

活
に
余
裕
の
あ
る
層
に
限
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
。

●�

市
の
財
政
を
圧
迫
し
な
い
状
況
が

担
保
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
議
員

報
酬
は
い
く
ら
で
も
い
い
と
思
う
。

●�
議
員
定
数
の
適
正
な
人
数
は
な
い

と
思
う
。
ま
た
、
若
い
人
が
議
員

を
目
指
せ
る
よ
う
に
報
酬
額
は
も

う
少
し
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

●�

長
門
市
に
は
大
企
業
が
少
な
く
、

ボ
ー
ナ
ス
が
出
な
い
会
社
も
多
い
。

議
員
活
動
の
見
え
る
化
等
に
も
、

も
っ
と
取
り
組
ま
な
い
と
な
か
な

か
理
解
は
得
ら
れ
な
い
。

●�

議
員
を
遊
び
で
や
っ
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
市
民
が
多
々
い
る
の

で
は
。
自
分
た
ち
が
投
票
し
議
会

に
送
り
出
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ

て
い
る
。
議
員
を
自
分
た
ち
で
育

て
る
と
い
う
意
識
を
持
た
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。

（Ｑ１）議会・議員の果たすべ
き役割は何だと思いますか。

（Ｑ２）今の議会はＱ１の役割
を果たしていると思いますか。

（Ｑ５）Ｑ４でそう思われた理
由は何ですか。

（Ｑ６）現状の議員定数１８人
についてどう思いますか。

（Ｑ３）議会・議員に対して一
番不満に思うことは何ですか。

（Ｑ４）現状の議員報酬について
どう思いますか。

市民の声を市政に届ける

１３８人
そう思わない

　２８人

行政を
チェックする
８６人 そう思う

６６人

定数が多い ２２人

わからない
４人

政策を提言する
７１人

分からない

５６人

わからない １７人

その他
１１人

定数が少ない

８人

チェック機能を
果たしていない
２５人

議会の活動が

見えない

６８人

政策立案能力が

ない　４８人

その他 １０人

適当である

８５人
適当である

７４人

高い ２１人

低い １５人

わからない
３６人

（高い）市民感情としては、民間の賃

金が低いのでそれも加味してほしい。

（適当）他自治体と比べて適当だと思

う。現状でいい。

（低い）議員が家族を養い、生活でき

るほどの報酬が必要である。そうでな

ければ議員のなり手がいなくなる。

答�

…
議
員
間
討
議
を
通
じ
、
他
市
に

な
い
長
門
市
独
自
の
魅
力
的
な
思

い
切
っ
た
政
策
に
つ
い
て
、
執
行

部
に
対
し
て
政
策
提
言
を
し
て
い

き
た
い
。

問��

…
子
育
て
支
援
と
し
て
高
校
生
の

通
学
費
補
助
の
拡
充
を
考
え
ら
れ

な
い
か
。

答�

…
２
年
前
の
報
告
会
で
同
様
の
要

望
が
あ
り
、
そ
の
意
見
か
ら
施
策

と
し
て
実
現
で
き
た
が
、
自
己
負

担
や
所
得
制
限
が
あ
り
、
ま
だ
利

用
し
や
す
い
と
は
い
え
な
い
。
改

善
す
る
よ
う
働
き
か
け
た
い
。湯本会場

（一部、複数回答可）



編集後記

▼ ７月の西日本豪雨災害でお亡

くなりになられた方々へ、衷心

より哀悼の意を表し、被災され

た皆様に心よりお見舞いを申し

上げます。また、被災地の一日

も早い復興を願っております。

▼ 夏の襲来。この猛暑を乗り切

るために、文明の力に頼らずに、

ちょっとだけ趣を変えて、大き

委 員 長　　岩 藤 睦 子
部 会 長　　吉 津 弘 之
委　　員　　大 草 博 輝
　　　　　　林 　 哲 也
　 　 　 　 南 野 信 郎
　 　 　 　 有 田 　 茂
　 　 　 　 橋 本 憲 治
　　　　　　中 平 裕 二

ながと市議会だより
発行／山口県長門市議会
編集／議会広報広聴特別委員会
　　　広報部会

長門市議会に関して

インタビューを行いました。

Ｑながと市議会だよりについてどう思われますか。

Ａ�毎回見ます。議会の活動を伝える良い情報紙だ

と思います。

Ｑ議会報告会をご存知ですか。

Ａ�知っています。通地区でも開催してほしいと思

います。

Ｑ�これからの市議会に望むものは何ですか。

Ａ�漁業振興をお願いしたいです。

Ｑ�議員報酬についてどう思いますか。

Ａ�高いとは思わないですね。
新谷 貴一郎 さん（50 歳）

通在住（仙崎市場勤務）

な窓にはすだれを立て、夕方に

は打水を。金魚鉢は出窓の床に、

そして庇には風鈴を吊り下げて、

視覚や聴覚による涼しさを求め

てみてはいかがでしょうか。五

感による四季の過ごし方は、日

本人独特のもの。ともあれ、熱

中症には充分に気をつけま

しょう。

山口県長門市議会事務局　　〒 759-4192　山口県長門市東深川 1339 番地 2　TEL 0837-23-1248（直通）  FAX 0837-22-6353  

　　　　　　　　　　　　　HP http://www.city.nagato.yamaguchi.jp/^gikai/　　　　Email  gikai.shomu@city.nagato.lg.jp

jakb5

橋本

アンケートにご協力をお願いします！

　「長門市議会報酬・期末手当及び定数等調

査研究会」では、多くの市民の皆様からの

「議会の在り方や議員報酬・期末手当及び定

数等」について率直なご意見等をいただき、

今後の議会活動に生かすためアンケートを

実施いたします。

■�対象者

　�今年の議会報告会を行わなかった地区を

中心に各戸に無作為に配布。

■�回答方法

　�お配りした封筒（返信用封筒）にて 9 月

30 日までにご返信ください。（切手不要）


